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こ
の
リ
ス
ト
は
１
月
３１
日
～
２
月
６
日
発
行
の
書
籍
を
、
ト
ー
ハ
ン
・

日
販
等
各
取
次
店
仕
入
書
籍
と
同
時
期
の
小
社
到
着
図
書
に
よ
っ
て
ま
と

め
た
も
の
で
す
。
新
刊
の
う
ち
か
ら
主
な
も
の
を
選
び
、
小
社
へ
の
寄
贈

書
を
選
ん
で
掲
げ
ま
し
た
。
資
料
は
ト
ー
ハ
ン
の
新
刊
案
内
を
利
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
最
新
の
情
報
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

三
六
〇
〇

岩
波
書
店

徳
川
御
殿
の
考
古
学

七
五
〇
〇

吉
川
弘
文
館

江
戸
の
園
芸

六
五
〇
〇

同

季
武
嘉
也

戦
前
日
本
の
選
挙
と
政
党

一
〇
〇
〇
〇

同

菅
原
正
子

中
世
の
家
族
と
政
治
・
法

一
〇
〇
〇
〇

同

小
林
善
帆

近
代
女
子
教
育
と
い
け
花
・
茶
の
湯

一
三
〇
〇
〇
同

若
狭
徹

継
体
大
王
と
地
方
豪
族

二
三
〇
〇

同

関
根
達
人

列
島
縦
断
日
本
の
墓

二
二
〇
〇

同

櫻
井
敬
子

行
政
法

第
７
版

三
五
〇
〇

弘
文
堂

佐
渡
友
哲

国
際
関
係
論

二
四
〇
〇

同

飯
田
隆

真
理
と
意
味

増
補
改
訂
版

四
三
〇
〇

勁
草
書
房

後
藤
明

星
の
文
化
史

四
五
〇
〇

丸
善
出
版

田
中
史
生

日
中
関
係
史

三
五
〇
〇

吉
川
弘
文
館

エ
ス
ペ
リ
エ
ス

デ
カ
ル
ト
に
お
け
る
生
命
の
原
理

四
四
〇
〇

法
政
大
学
出
版
局

ラ
ズ

実
践
的
理
由
と
規
範

四
五
〇
〇

勁
草
書
房

シ
ャ
リ
エ

無
限
者
の
痕
跡

五
八
〇
〇

法
政
大
学
出
版
局

大
澤
正
昭

大
地
か
ら
の
中
国
史

二
四
〇
〇

東
方
書
店

楪
博
行

ア
メ
リ
カ
民
事
法
入
門

第
３
版
二
八
〇
〇
勁
草
書
房

津
田
昌
宏

ア
メ
リ
カ
の
校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

一
〇
〇
〇
〇

東
京
大
学
出
版
会

吉
田
航
太

ゴ
ミ
が
作
り
だ
す
社
会

六
六
〇
〇

同

向
谷
地
生
良

向
谷
地
さ
ん
、
幻
覚
妄
想
っ
て
ど
う
や
っ
て
聞
い
た
ら

い
い
ん
で
す
か
？

二
〇
〇
〇

医
学
書
院

ク
ロ
イ
ツ
ベ
ル
ガ
ー

ド
イ
ツ
�
ロ
シ
ア
の
世
紀
（
下
）

四
七
〇
〇

白
水
社

寺
内
浩

源
頼
信

二
〇
〇
〇

吉
川
弘
文
館

山
下
光

Ｐ
Ｋ
Ｏ
の
思
想

五
四
〇
〇

名
古
屋
大
学
出
版
会

鳥
羽
美
香

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
の
新
た
な
展
開

二
〇
〇
〇

学
文
社

三
浦
耕
吉
郎

環
境
と
差
別
の
社
会
学

三
八
〇
〇

晃
洋
書
房

神
田
隆
之

国
民
の
安
全
を
確
保
す
る
政
府
の
役
割
は
ど
の
程
度
果

た
さ
れ
て
い
る
か

三
五
〇
〇

文
眞
堂

金
野
誠
志

価
値
多
元
社
会
に
お
け
る
文
化
教
育
論

三
三
〇
〇

明
石
書
店

金
山
喜
昭

改
正
博
物
館
法
で
博
物
館
は
ど
う
な
る

三
五
〇
〇

同
成
社

ス
ミ
ス
他

修
復
的
実
践
プ
レ
イ
ブ
ッ
ク

三
〇
〇
〇

明
石
書
店

栗
田
英
彦
編

一
九
六
八
年
と
宗
教

五
〇
〇
〇

人
文
書
院

今
枝
法
之

終
焉
化
す
る
宗
教

三
〇
〇
〇

晃
洋
書
房

仲
本
美
央

保
育
内
容
「
言
葉
」
と
指
導
法
二
〇
〇
〇

萌
文
書
林

松
下
佳
代

測
り
す
ぎ
の
時
代
の
学
習
評
価
論
三
五
〇
〇
勁
草
書
房

仏
教
・
歴
史
・
社
会
福
祉
の
研
究
と
教
育
実
践

三
五
〇
〇

学
文
社

奥
村
旅
人

労
働
学
校
に
お
け
る
生
の
充
�

四
二
〇
〇

東
信
堂

瀬
田
真

海
洋
法

三
二
〇
〇

弘
文
堂

ウ
ィ
ル
ソ
ン

知
の
公
共
性
と
図
書
館

五
〇
〇
〇

丸
善
出
版

尾
上
修
悟

ピ
ケ
テ
ィ
・
正
義
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
三
六
〇
〇
明
石
書
店

ロ
イ

モ
ン
ス
ー
ン
経
済

三
六
〇
〇

名
古
屋
大
学
出
版
会

大
島
正
裕

ボ
リ
ビ
ア
を
知
る
た
め
の
６５
章

第
３
版

二
〇
〇
〇

明
石
書
店

芳
賀
ひ
ら
く

武
蔵
野
地
図
学
序
説

三
〇
〇
〇

創
元
社

ク
ラ
ー
ク

空
想
の
翼
と
信
じ
る
力
二
六
〇
〇

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

高
橋
基
樹

ア
フ
リ
カ
経
済
開
発
論

三
〇
〇
〇

同

海
上
知
明

保
元
の
乱
・
平
治
の
乱

三
二
〇
〇

原
書
房

近
山
恵
子

私
が
選
ぶ
高
齢
期
の
す
ま
い
活

二
二
〇
〇

彩
流
社

石
井
正
己

世
界
の
昔
話
を
知
る
た
め
に
！
二
七
〇
〇
三
弥
井
書
店

井
谷
惠
子

ど
う
し
て
「
体
育
�
い
」
な
ん
だ
ろ
う

二
二
〇
〇

大
修
館
書
店

福
武
慎
太
郎

東
テ
ィ
モ
ー
ル

三
〇
〇
〇

彩
流
社

梶
原
一
義

響
�
洋
上
風
力
発
電
に
反
対
す
る

二
三
〇
〇

日
本
評
論
社

ブ
ラ
ワ
ヨ

動
物
工
場

三
九
〇
〇

早
川
書
房

雹
月
あ
さ
み

猫
が
こ
っ
ち
を
見
る
理
由

一
四
〇
〇

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

山
本
周
五
郎
［
未
収
録
］
ミ
ス
テ
リ
集
成

五
四
〇
〇

作
品
社

澤
田
瞳
子

し
ら
ゆ
き
の
果
て

一
八
〇
〇

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

坂
上
友
紀

文
士
が
、
好
き
だ
ー
っ
！
！

一
七
〇
〇

晶
文
社

�
口
六
華

�
の
子

一
六
〇
〇

集
英
社

ブ
レ
ニ
ヤ
ー

チ
ェ
ー
ン
ギ
ャ
ン
グ
・
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ

三
二
〇
〇

同

本
間
千
尋

ピ
ア
ノ
と
暮
ら
す

三
八
〇
〇

晃
洋
書
房

伊
東
裕
起

白
鳥
と
鏡

三
〇
〇
〇

開
文
社
出
版

木
村
紅
美

熊
は
ど
こ
に
い
る
の

一
八
〇
〇

河
出
書
房
新
社

服
部
春
彦

フ
ラ
ン
ス
革
命
と
絵
画

四
八
〇
〇

昭
和
堂

田
渊
青

Ｓ
Ｖ
は
つ
ら
い
よ

生
活
支
援
課
保
護
２
係

一
六
〇
〇

幻
冬
舎

中
原
信

海
の
中
の
記
憶

一
六
〇
〇

同

東
京
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ガ
イ
ド

改
訂
新
版

一
六
〇
〇

朝
日
新
聞
出
版

湊
か
な
え

Ｃ
線
上
の
ア
リ
ア

一
七
〇
〇

同

豪
屋
大
介

デ
ビ
ル
１７

１

五
五
〇
〇

中
央
公
論
新
社

多
崎
礼

夢
の
上

サ
ウ
ガ
城
の
六
騎
将

一
九
〇
〇

同

白
尾
悠

魔
法
を
描
く
ひ
と

一
九
五
〇

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

榎
本
憲
男

ア
ガ
ラ

二
七
〇
〇

朝
日
新
聞
出
版

岡
田
崇
花

小
中
学
校
用
展
覧
会
お
手
本
墨
場
必
携

二
七
〇
〇

日
貿
出
版
社

佐
藤
晃
子

世
界
の
ス
ゴ
イ
彫
刻

二
五
〇
〇

Ｇ
ａ
ｋ
ｋ
ｅ
ｎ

き
だ
に
や
す
の
り

オ
ム
ち
ゃ
ん
の
お
て
つ
だ
い
け
ん

一
一
〇
〇

教
育
画
劇

新
井
洋
行

チ
ョ
コ
ち
ゃ
ん

九
〇
〇

講
談
社

い
と
う
ひ
ろ
し

お
さ
る
の
し
ま

一
四
〇
〇

同

水
木
し
げ
る
の
体
験

二
〇
〇
〇

汐
文
社

佐
子
武

日
本
遊
歩
録

旅
の
風
景

二
〇
〇
〇

春
秋
社

桐
貴
清
羽

京
都
花
街
は
こ
の
世
の
地
獄

一
三
〇
〇

竹
書
房

大
豆
生
田
啓
友
対
談
集

保
育
か
ら
世
界
が
変
わ
る

二
〇
〇
〇

北
大
路
書
房

ハ
イ
ド

ツ
リ
ー
ホ
ー
ン
、
ど
ん
ど
ん
小
さ
く
な
る

一
八
〇
〇

東
京
創
元
社

宮
川
健
郎

少
年
が
見
た
戦
争

戦
争
文
学
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

一
八
〇
〇

汐
文
社

菊
地
秀
行

こ
こ
か
ら
出
し
て

一
八
〇
〇

同

養
老
孟
司

脳
は
耳
で
感
動
す
る

一
六
〇
〇

実
業
之
日
本
社

丸
山
俊
一

ハ
ザ
マ
の
思
考

一
七
〇
〇

講
談
社

ポ
ッ
テ
ィ
ン
ジ
ャ
ー
編
著

煮
え
た
ぎ
る
海
峡
三
〇
〇
〇
実
業
之
日
本
社

高
橋
大
輔

日
本
の
人
魚
伝
説

一
九
〇
〇

草
思
社

谷
頭
和
希

ニ
セ
コ
化
す
る
ニ
ッ
ポ
ン

一
五
〇
〇

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

お
り
と
し
の
ぶ

モ
ヤ
モ
ヤ
す
る
の
は
う
そ
の
せ
い
？

一
九
〇
〇

少
年
写
真
新
聞
社

吉
田
慎
太
郎

歌
剣
の
維
新
歌

二
五
〇
〇

展
転
社

チ
ョ
ー
ヒ
カ
ル

ま
る
ご
と
ち
き
ゅ
う
レ
ス
ト
ラ
ン

一
五
〇
〇

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

藍
染
カ
レ
ン
フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ
二
五
〇
〇

玄
光
社

国
松
俊
英

歴
史
を
ひ
ら
く
人
物
伝

坂
本
龍
馬

一
八
〇
〇

文
研
出
版

村
上
建
治
郎

２
０
４
０
年
の
防
災
Ｄ
Ｘ

一
五
〇
〇

講
談
社

増
田
晶
文

た
わ
け
本
屋
一
代
記

蔦
屋
重
三
郎

一
八
〇
〇

同

大
平
一
枝

ふ
た
た
び
歩
き
出
す
と
き
一
七
〇
〇

毎
日
新
聞
出
版

井
上
榛
香

宇
宙
を
編
む

一
七
〇
〇

小
学
館

平
本
淳
也

ジ
ャ
ニ
ー
ズ
帝
国
と
の
闘
い

二
〇
〇
〇

地
平
社

う
え
た
に
夫
婦

工
場
大
ず
か
ん

つ
く
り
か
た
し
り
隊
が
い
く
！

一
八
〇
〇

偕
成
社

キ
エ
ピ
ノ
コ

う
さ
ぎ
の
お
ん
が
く

一
三
〇
〇

白
泉
社

中
川
た
ま

ジ
ャ
ム
と
料
理
と
お
菓
子

一
六
〇
〇

文
化
出
版
局

中
村
健
一

学
級
づ
く
り
は
、
４
月
で
決
ま
る
！

一
七
二
〇

黎
明
書
房

涌
井
友
子

私
は
９３
歳
の
新
聞
記
者

一
六
〇
〇

草
思
社

鈴
木
荘
一

隣
国
ロ
シ
ア
と
の
知
ら
れ
ざ
る
外
交
史

一
八
〇
〇

方
丈
社

二
村
高
史

果
て
し
な
き
イ
タ
リ
ア
旅

二
二
〇
〇

草
思
社

大
谷
恭
子

分
離
は
や
っ
ぱ
り
差
別
だ
よ
。
二
〇
〇
〇

現
代
書
館

茂
木
繁

さ
く
ら
と
寅
さ
ん

一
二
〇
〇

星
雲
社

ホ
ー
キ
ン
グ

あ
な
た
と
宇
宙

一
六
〇
〇

光
村
教
育
図
書

ロ
サ
ノ

ベ
ア
は
バ
レ
リ
ー
ナ

一
六
〇
〇

同

シ
ョ
ジ
ャ
イ
ェ

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
き
つ
ね
一
八
〇
〇

秀
和
シ
ス
テ
ム

か
さ
い
ま
り

あ
の
ひ
の
き
も
ち

一
四
〇
〇

金
の
星
社

中
条
あ
や
み
フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ

明
日
へ
の
こ
と
ば

一
八
〇
〇

幻
冬
舎

今
井
裕
平

す
ご
い
ア
イ
デ
ア

一
七
〇
〇

祥
伝
社

川
本
三
郎

陽
だ
ま
り
の
昭
和

二
四
〇
〇

白
水
社

適
菜
収

「
保
守
思
想
」
大
全

二
〇
〇
〇

祥
伝
社

森
達
也

世
界
を
信
じ
る
た
め
の
メ
ソ
ッ
ド

増
補
新
版

二
〇
〇
〇

新
曜
社

加
藤
碧

恋
は
だ
い
た
い
利
己
的
な
も
の
で

一
五
〇
〇

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

この国の語学教育では、

ながらく正確さが尊ばれて

きた。翻訳教室では誤訳の

指摘が厳正になされる。だ

が不思議なことに、その文

章がどのように組み立てら

れているかについては、高

校卒業まで、教室で指摘さ

れることは少ない。まして

や文章の組み立てを実地に

訓練する機会も、大学入試

の小作文を含め、ほぼ皆無

ではなかったか。

その結果、文法的には誤

謬のない英作文能力のある

日本人でも、北米に留学す

るや、論理的思考力の欠如

を指摘される。学童の場合、

悪くすると知恵遅れとの嫌

疑まで招きかねない。留学

体験のある日本国籍者な

ら、類似の苦い挫折感に浸

った向きは、少なくあるま

い。本書の著者、渡邉雅子

さんは、自らもそうした驚

愕すべき事態の現場体験者

だった。さらに日本で学ぶ

留学生たちも、日本流の

「論理」や論理欠如に直面

して、裏返しの苦労をして

いる筈だ。

新学習指導要領で学んだ

高校生が、来年度から大学

に進学する。平成３０年度告

示の「学習指導要領」では

国語科に「論理国語」、外

国語科では「論理・表現」

が「共通必修」科目。だが

そもそも、ここで言われる

「論理」とは何を意味する

のか。

本書は「論理的思考の常

識を破る一冊」と表紙裏に

ある。その最大の功績は、

従来の欧米語�論理的、日

本語�非論理的で「曖昧」

（大江健三郎のノーベル文

学賞受賞講演の題名！）と

いう紋切り型を解体したこ

とだ。

北米のエッセイの論理構

造は、フランスの作文教育

でのそれとは水と油。前者

が法廷弁論術に模範を仰ぐ

直球の合目的説得術なら

ば、後者では反対論にまで

配慮したうえで、出発点の

前提を問い直すような思考

の展開過程が吟味される。

つまり「欧米」といって

も、およそ一枚岩ではない。

対照的に、自己主張を嫌う

日本語の「感想文」は、事

象を時系列で累積させる傾

向が著しく、狭い因果律や

三段論法に沿った「論理」

は敬遠される反面、因果に

収まらない話題の豊饒さへ

の目配りを許す利点もあ

る。ただし日本語では時制

と視点とが融通無碍に「揺

らぐ」ため、英語流の「論

理」的整合性とはきわめて

相性が悪い。これは片岡真

伊『日本の小説の翻訳にま

つわる特異な問題』が縦横

に論じている。

そのうえで、本書に触発

された観察も加えたい。イ

スラームを国是とする政治

体制下では、聖典の真理が

究極普遍の結論。また中国

大陸で思想教育を受けた留

学生には、事象を強引に正

反の対立へと整理したうえ

で、弁証法の合を唱える優

等生もある。だがどちらに

も例外はあり、思想教育が

社会の隅々にまで貫徹され

るとは限らない。

著者は日本流の「感想文」

の情操教育上の利点を積極

的に認める。だが、それは

仮説提示や論証手続きの訓

練不在と裏腹となる。また

大学入試制度の影響か、日

本式小論文は良識的教訓の

結論続出を招きがちだ。

そうした多面的な文化比

較のうえで、本書は、目的

に応じて異なった論理構成

を使い分ける技術の涵養を

訴える。だがどうだろう。

私見では、状況次第で論

法が変幻する器用な柔軟性

こそが、日本特有の節操の

なさ、首尾一貫性の欠落、

信頼できない日和見主義と

して、対外交渉で国際的不

信を招く原因となる傾向も

無視できまい。

北米式のessayは、個々

人の思想信条には配慮せ

ず、特定論題について賛否

いずれかの立場を取らせる

debate訓練とも短絡する。

言葉は悪いが、これでは弁

舌で正邪を断ずる「有能」

弁護士育成を自己目的とす

る競争・分断社会が結果す

るのも当然だろう。そうし

た価値観と対峙すれば、「利

他」の徳目涵養を行動規範

とする「生活綴り方」由来

の日本流「感想文」の論理

は、名誉の必敗を喫するだ

ろう。

説得と論破か、それとも

配慮の徳目か。その「論理」

の倫理的な使い分けは、対

立と調整のどちらに重きを

置く社会かによっても異な

り、両者の止揚は困難だろ

う。因果律貫徹の世界観と

縁起に配慮する日本仏教

的？世界観との確執は、南

方熊楠から井筒俊彦までの

先賢が体験したアポリア。

国際的な交渉ごとにあって

は、自分の「論理」はそう

簡単には通用しない。

かくて人はどの「論理」

を駆使すればよいのかに迷

うこととなる。本書が突き

つけるのはこの冷徹な真実

だろうか？

本書が提唱する「経済」

「政治」「法技術」「社会」４領

域の論理の使い分け（１４１

頁）の前で、筆者は本稿で

そのどれを選ぶべきか、当

惑を隠せませんでした。
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到

学
ん
だ
こ
と

伝
え
た
い
こ
と
④
…
…
…
…
…
関

啓
子

文
化
大
革
命
と
習
近
平
時
代
⑧
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…
…
…
…
荒
井
利
明

韓
国
に
お
け
る
音
楽
と
状
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�
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…
…
…
…
波
津
博
明

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
動
向
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…
一
井
不
二
夫

歩
み
続
け
る
レ
イ
バ
ー
ネ
ッ
ト
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松
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明

書
評

碓
井
敏
正
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人
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と
民
主
主
義
の
再
考
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和
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浅
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文
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『
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巨
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月
刊
情
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ア
ナ
キ
ズ
ム

第
５６
号
、
十
二
月
一
日
発
売

Ａ
４
判
・
８
Ｐ
／
定
価
三
五
〇
円
（
税
込
）

情
報
紙
「
ア
ナ
キ
ズ
ム
」
は
人
び
と
が
集
う
広
場
と
し
て

の
メ
デ
ィ
ア
で
す
。
書
き
手
が
読
み
手
に
な
り
、
読
み
手

が
書
き
手
に
な
る
こ
と
。
こ
の
相
互
に
よ
る
思
考
と
実
践

の
運
動＝

メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
、
不
可
視
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
広
げ
て
い
き
た
い
の
で
す
。
ま
だ
見
ぬ
仲
間
た
ち

と
の
出
会
い
を
楽
し
み
に
、
本
紙
の
編
集
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
広
場
に
ご
参
集
を
！

木
村
護
郎
ク
リ
ス
ト
フ
●

「
あ
な
た
が
世
界
を
ど
う
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、

書
い
て
く
だ
さ
い
。」

�
私
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
体
験
か
ら

北
海
道
タ
ン
ザ
ニ
ア
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

曲
文
〓
●

【
世
界
大
会
】
２
０
２
４
世
界
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
大
会
・

タ
ン
ザ
ニ
ア
遠
征
活
動

究
極
Ｑ
太
郎
編
訳
●
【
海
外
ニ
ュ
ー
ス
】

ト
ラ
ン
プ
再
選
。
気
候
カ
オ
ス
の
瀬
戸
際
で

神
村
和
美
●
【
報
告
】

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
に
お
け
る
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
受
容

～
ハ
ン
セ
ン
病
と
の
関
り
か
ら
～
」

早
稲
田
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
研
究
会
／
書
肆
馬
翻
訳
部
編
訳
●

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
は
最
も
学
び
尽
く
す
の
が
難
し
い
言
語（
Ｅ
・
ラ
ン
テ
ィ
）

北
海
道
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
連
盟
委
員
長
代
行

宮
沢
直
人
●

【
声
明
】北
海
道
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
連
盟
の
ア
ナ
キ
ズ
ム
的
転
回

黒
薔
薇
ア
リ
ザ
●【
編
集
部
】ア
ナ
キ
ズ
ム
と
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

林
浩
平
●
【
論
考
】
ア
ナ
キ
ズ
ム
に
惹
か
れ
た
三
好
達
治
⑤

野
沢
文
哉
●
郭
達
年
の
回
顧
展
が
開
催

斎
藤
義
典
●
Ｓ
Ｏ
Ｊ
Ｏ
店
主
の
月
一
放
談

最
終
回

リ
ベ
ラ
ル
以
上
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
未
満

【
出
版
情
報
】

定
価
三
五
〇
円（
税
込
）・
年
間
購
読
料

四
千
円（
税
込
）
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替
口
座
０
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口
座
名
・
ア
ナ
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編
集
委
員
会

発
行
・
ア
ナ
キ
ズ
ム
紙
編
集
委
員
会
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一
六
二
‐
〇
〇
四
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東
京
都
新
宿
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早
稲
田
鶴
巻
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Ｓ
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緑
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協
会

anarchism
.ed@

gm
ail.com

月
刊
情
報
紙
「
ア
ナ
キ
ズ
ム
」・B

logSite
h

ttp
s

:
//

a
n

a
rc

h
ism

.b
lo

g
.jp

第
二
次
第
十
三
号

風
の
森

通
巻

第
二
十
八
号

Ａ
５
判
・
１
０
０
Ｐ

税
込
定
価
八
五
〇
円

大
波
の
表
層
を
ゆ
っ
く
り
と
�
い
で
ゆ
く

浮
遊
す
る
〈
厚
生
省
〉
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…
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…
…
…
…
…
…
小
柳

剛

★
★
★

ロ
カ
岬
の
石
碑

…
…
…
…
…
…
…
…
…
堺
谷
光
孝

映
画
の
手
帳

第
十
九
回

…
…
…
…
…
…
…
…
…
櫻
井
幸
男

★
★
★

『
マ
チ
ウ
書
試
論
』
を
読
む

…
…
…
…
…
…
…
…
…
府
川
雅
明

『
別
離
』
論

�
�
つ
げ
義
春
の
世
界
《
八
》

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

久
保

隆

★
★
★

ハ
ル
ノ
宵
子
を
読
む

…
…
…
…
…
…
…
…
…
勝
畑
耕
一

茫
漠
一
滴
…
…
…
…
…
…
…

思

停
滞
す
る
情
況
を
切
開
す
る

…
…
…
…
…
…
…
…
…
皆
川

勤

★
★
★

擬
制
の〈
戦
後
空
間
〉

�
�
昭
和
天
皇
を
め
ぐ
る
偶
像
化
の
陥
穽

…
…
…
…
…
…
…
…
…
久
保

隆

発
行
・『
風
の
森
』発
行
所

〒
一
八
五
‐
〇
〇
二
一
東
京
都
国
分
寺
市
南
町

二
‐
一
八
‐
一
三
‐
四
〇
二

燈
書
房
編
集
室
気
付

郵
便
振
替
口
座
・
口
座
名
［
燈
書
房
］

〇
〇
一
五
〇
―
三
―
六
四
五
四
三

※
直
接
注
文
・
送
料
不
要

発
売
・
Ｊ
Ｃ
Ａ
出
版

稲
賀
繁
美

京
都
精
華
大
学
教
員
・

放
送
大
学
客
員
教
授

連
載
２５５

場
所
と
目
的
に
応
じ
て「
論
理
」を
巧
み
に
使
い
分
け
る
技
術
は
、

そ
れ
で
も
な
お「
論
理
的
」と
見
做
さ
れ
る
の
か
？

渡
邉
雅
子『
論
理
的
思
考
と
は
何
か
』（
岩
波
新
書
）に
触
発
さ
れ
て
の
若
干
の
感
想

思

考

の

隅

景


